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　夜間定時制課程ならではの、社会からの認知度の低
さを感じていた生徒たち。しかし認知度向上に必要な
要素の一つである、地域社会との交流においては、限
られた時間と人数の少なさが壁となっていた。池田高
校の池定・地域まもり隊では、これらを発想の転換で
解決。夜間の活動ができること、少人数でまとまった
活動ができることを強みに、地域の安全と住みよいま
ちづくりのために活動を行っている。

　力を入れるのが、ゴミの削減に向けた多様なリサイクル支援だ。地域で
多く確認されるマスクやレジ袋のゴミを減らすべく、マスクケースやエコ
バッグづくりを実施。ミシンを使って一つひとつ手作りし、警察署や福祉
協議会、自治会などを通じて、地域住民に配布した。また廃食用油を回収
し、地域のゴミ収集車や給食配送車の燃料として活用。一部を使って、非
常用エコろうそくも制作し、前述のエコグッズと同様に配布した。
　このほか、古着を使ったエコライフジャケットを作成し、地域に向け
て展示。リサイクル意識を啓発する機会となったほか、徳島県定時制通
信制教育連盟美術作品展にて準特選を受賞した。
　これらの活動は、学校での探究学習が基礎となっている。脱炭素・脱プラスチックに関する掲示物の制作
などで、環境の知識をアップデートしながら、地域での活動も進化させている。

　活動を通じて、地域住民から励ましの言葉をもらったり、力を貸してもらったりといった機会が増え、
学校と同団体の認知度は着実に高まっていると生徒たちも感じている。地域のために何か行動したいと思
いで、活動を引き継ぎながら続けている。
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活動団体　池定・地域まもり隊　　活動人数　15人　　主な活動時間　授業の一環として／休み時間や放課後

徳島県立池田高等学校定時制課程

認知度や活動の注目度を高めるため、団体のマスコットキャラクターを考案。また、校内にゴミ分別や節電・
節水を呼び掛けるイラストを掲示し、使用量削減を競うエコチャレンジも行っている。

大学や自治体、専門機関など、さまざまな団体と連携することで、活動の幅を広げていく。
目標は、日本の一地方から全国、世界に向けて、エコの環を繋いでいくことだ。

同団体では、発足時から美化活動にも力を
入れている。

エコバッグの作成の様子。




